
化
を
図
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
ル
ワ
ン
ダ

の
抱
え
る
社
会
課
題
を
I
C
T
で
解

決
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
来
場
者
か
ら

は
「
ど
の
よ
う
な
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
る
の
か
?
」「
ど
う
し
て
こ
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
思
い
つ
い
た
の
か
?
」

な
ど
、
活
発
な
質
問
が
飛
ん
だ
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
18
年
3
月
に
28

社
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
か
ら
申
し

込
み
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
選
考
さ
れ
た

8
社
が
同
年
6
月
か
ら
約
半
年
間
、
1

期
生
と
し
て
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
新
規
事
業
の
育
成
）
と
呼
ば
れ
る
支

援
を
J
I
C
A
専
門
家
な
ど
か
ら
受

け
た
。内
容
は
法
務
、財
務
・
会
計
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
。

　
イ
マ
ニ
・
ボ
ラ
さ
ん
も
そ
こ
で
学
ん

だ
ひ
と
り
で
、
国
内
で
消
費
さ
れ
る
鶏

肉
の
多
く
が
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
現

状
を
改
善
し
よ
う
と
、
ル
ワ
ン
ダ
国
内

の
鶏
肉
の
生
産
性
向
上
の
た
め
、
ア
プ

リ
で
管
理
可
能
な
鶏
卵
の
ふ
化
器
を
開

発
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
注
目
を

集
め
た
。

「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
予
算
・
事
業

I
C
T
起
業
家
が

切
り
開
く
ア
フ
リ
カ
の
未
来

　
2
0
1
8
年
12
月
、
首
都
キ
ガ
リ

市
内
の
高
級
ホ
テ
ル
の
大
広
間
で
、
19

歳
〜
30
代
前
半
の
若
き
ル
ワ
ン
ダ
人
起

業
家
8
組
が
、
新
た
な
I
C
T
（
情

報
通
信
技
術
）
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
熱

く
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
。

こ

れ

は
、
J
I
C
A
が

同
国
の

I
C
T
セ
ク
タ
ー
と
起
業
環
境
を
強

化
す
る
た
め
に
17
年
11
月
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
あ
る

「
2
5
0
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」（
9
ペ
ー

ジ
参
照
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
卒
業
式
だ
。

会
場
で
は
投
資
家
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
関

係
者
、
ル
ワ
ン
ダ
I
C
T
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
省
次
官
な
ど
政
府
関
係
者
、
約

2
0
0
人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
内
容
は
、
生
産
者
と
消

費
者
を
直
接
結
び
付
け
る
物
流
サ
ー
ビ

ス
ア
プ
リ
、
水
道
管
の
水
漏
れ
を
検
知

し
て
そ
の
場
所
を
特
定
す
る
ア
プ
リ
、

農
協
間
の
情
報
共
有
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

計
画
の
立
て
方
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
持

続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

顧
客
で
あ
る
農
家
と
直
接
話
し
、
彼
ら

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
製
品
を
作
る
こ
と

も
大
切
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
専
門
家

の
山
中
敦
之
さ
ん
は
、「
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
わ
れ
わ
れ
が
2
5
0
の
会
社

を
作
る
の
で
は
な
く
、
効
率
的
に
ビ
ジ

ネ
ス
を
育
て
る
仕
組
み
を
国
内
に
作
る

実
験
の
場
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
し

て
こ
の
卒
業
式
は
、
ル
ワ
ン
ダ
内
外
か

ら
協
力
者
を
募
る
た
め
の
お
披
露
目
会

の
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
プ
レ
ゼ

ン
を
見
守
る
人
た
ち
の
様
子
も
見
て
い

ま
し
た
が
、『
こ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
行
け
そ
う
だ
』
と
い
う
顔
を
し
て
い

る
人
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
手

応
え
を
語
る
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
ル
ワ
ン
ダ
政

府
や
I
C
T
を
推
進
す
る
関
係
機
関
、

民
間
企
業
な
ど
が
、
J
I
C
A
に
頼
る

こ
と
な
く
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
態
勢
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
。
ま
た
、
ル
ワ
ン
ダ
の
み
な
ら
ず
、

他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
展
開
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

I
C
T
立
国
を
目
指
す

ル
ワ
ン
ダ
の
強
い
決
意

　
ル
ワ
ン
ダ
は
1
9
9
4
年
に
起
き

た
内
戦
で
経
済
に
も
大
打
撃
を
受
け
た
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
25
年
で
「
ア
フ
リ

カ
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
急
成

国
の
未
来
を
担
う

金
の
卵
が
続
々
誕
生
！

I
C
T
立
国
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
ル
ワ
ン
ダ
。

国
、そ
し
て
ア
フ
リ
カ
全
土
の
発
展
の
た
め
に
は
新
進
気
鋭
の
I
C
T
起
業
家
の
台
頭
が
望
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
育
成
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今
ま
さ
に
動
き
出
し
て
い
る
。

卒業式にはマスコミを含め、ルワンダ
国内外から約200人の関係者が訪
れた。会場の外でも起業家と投資家
らが議論を交わす姿が見られた。

宮下孝之駐ルワンダ大使から卒業証書が手渡された。８社のう
ち、2019年1月には5社が日本を、3社がケニアを訪れ、投資家と
の面談を行った。

直接的な資金援助は行わず、法務、
財務・会計、事業計画、マーケティン
グ、機材など起業家が事業の拡張
に専念できる環境、支援を提供し、
企業として持続可能な組織作りを
目指すプログラム（右はコンセプト
図）。また、国際会議等での投資家
とのマッチングの機会の提供も行
う。JICAがICT商工会議所と協力して
作ったもので、「250」はルワンダの
国際電話の国別コードを表すと同時
に、2025～26年までに最低250社の
優秀なスタートアップ企業を育てた
いという思いが込められている。

自動ふ化器。大きいものだと
一度に3,000個の卵を管理
できる。「2年をかけて6度目
のテストでようやく完成しまし
た。ここまで長い旅でした」と
ボラさん。

が変わるビジネスイノベーションで

I
C
T
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
0
1
7
年
11
月
～
2
0
2
0
年
11
月
）

案
件
名

卒業式兼ピッチングと呼ばれる投資家
向けのプレゼンテーションの模様。

水道管に小型センサーを設置し、
水漏れがあった場合はその場所を
特定してスマホアプリに通知する
水道事業者向けのシステムを開発。

「使った水の量もセンサーで管理
できるので、料金支払いの電子化
にも対応します」と、共同設立者の
ケネス・ムウェベサさん。

鶏卵のモニタリングと遠隔操作をスマー
トフォンなどでできる自動ふ化器を開
発。代表のイマニ・ボラさんは24歳で、
トゥンバ技術高等専門学校の講師も
務める。「ルワンダは鶏肉や卵の約80％
を輸入に頼っており、価格も高い。その
課題を知り、自分にできることはないかと
思って開発しました」。

企業名  アクア

企業名 ハッチプラス

250スタートアップとは

Selected
startup

Legal CounselingAccounting

Equipment

Raw materialsTransport
Food

Market
development

Business
model

Technical 
advice
(Sector)

Technical 
advice

(ICT)

新ビジネスを
プレゼン中！

国名：ルワンダ共和国
首都：キガリ
アフリカ大陸の赤道近くに位置する内陸
国。2000年に就任したポール・カガメ大統
領のリーダーシップのもとクリーンな政治や
治安対策に力を入れ、ICT産業の成長などで
「アフリカの奇跡」と呼ばれる経済復興を
遂げている。

Republic of Rwanda

ルワンダ

. '

キガリ

アフリカ
イノベーションで未来を変える 
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10
年
か
ら
は
山
中
さ
ん
が
専
門
家
と

し
て
派
遣
さ
れ
、
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T

戦
略
策
定
や
人
材
育
成
を
支
援
。

I
C
T
民
間
企
業
の
組
合
で
あ
る

「
I
C
T
商
工
会
議
所
」
や
、
若
手
起

業
家
の
育
成
を
支
援
す
る
施
設
「
K

ラ
ボ
」
や
「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
」
の
設
立
に

力
を
注
い
だ
ほ
か
、
A
B
E
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ

＊

の
一
環
で
、
日
本
の
大
学

に
お
け
る
修
士
課
程
履
修
や
日
本
企
業

に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
の

た
め
に
ル
ワ
ン
ダ
の
若
者
を
訪
日
さ
せ

る
橋
渡
し
も
し
た
。

日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を

ル
ワ
ン
ダ
で
共
有
し
た
い

　
現
在
、
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T
業
界

で
活
躍
す
る
若
者
の
中
に
は
、
A
B
E

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
日
本
で
学
ん

だ
元
留
学
生
も
少
な
く
な
い
。

　
多
く
の
ル
ワ
ン
ダ
人
留
学
生
を
受
け

入
れ
る
神
戸
情
報
大
学
院
大
学
で
は
神

戸
市
と
の
協
力
に
よ
り
草
の
根
技
術
協

力
事
業
「
キ
ガ
リ
を
中
心
と
し
た
若
手

I
C
T
人
材
育
成
事
業
」
を
実
施
。
同

大
学
学
長
の
炭
谷
俊
樹
さ
ん
が
提
唱
す

る
〝
探
求
メ
ソ
ッ
ド
〞
と
呼
ば
れ
る
問

題
解
決
手
法
を
教
え
て
い
る
。
探
求
メ

ソ
ッ
ド
と
は
、
社
会
で
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
か
を
察
知
し
、
課
題
に
対
す
る

解
決
策
を
主
体
的
に
立
案
・
行
動
す
る

と
い
う
手
法
を
研
究
す
る
学
問
だ
。

　
キ
ガ
リ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
会
社

「
ワ
イ
ヤ
ー
ド
イ
ン
」
で
働
き
な
が
ら
、

探
求
メ
ソ
ッ
ド
を
教
え
る
イ
ヴ
ス
・

長
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
の
根
幹
の
ひ
と

つ
が
I
C
T
産
業
だ
。

　
90
年
代
末
、
世
界
的
な
I
T
バ
ブ

ル
の
中
で
国
連
や
先
進
国
が
I
C
T

に
よ
る
途
上
国
の
開
発
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
中
、
ル
ワ
ン
ダ
も
I
C
T
を
国
家

開
発
の
カ
ギ
と
位
置
づ
け
、
2
0
0
1

〜
20
年
の
5
年
4
期
で
国
家
I
C
T

戦
略
計
画
を
立
案
・
実
施
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
し
か
し
00
年
代
初
期
、
I
T
バ
ブ
ル

が
は
じ
け
て
国
際
社
会
の
支
援
が
足
踏

み
状
態
に
な
る
と
、
多
く
の
途
上
国
が

I
C
T
に
よ
る
開
発
を
中
止
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ル
ワ
ン

ダ
だ
け
は
違
っ
た
と
山
中
さ
ん
は
言
う
。

「
国
土
が
四
国
の
約
1.5
倍
し
か
な
い
ル

ワ
ン
ダ
は
も
と
も
と
資
源
が
少
な
く
、

農
業
生
産
も
限
界
が
あ
り
、
一
貫
し
て

I
C
T
で
国
を
開
発
す
る
ん
だ
と
い

う
強
い
意
志
が
あ
り
ま
し
た
。
国
際
社

会
に
頼
ら
ず
国
の
予
算
だ
け
で
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
を
整
備
し
た
り
と
、
自
力
で

開
発
を
続
け
た
世
界
的
に
も
珍
し
い
国

で
す
。
そ
の
結
果
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け

る
I
C
T
立
国
と
い
う
名
声
を
確
立

し
て
き
ま
し
た
」

　
そ
の
中
で
、
新
た
に
手
を
差
し
伸
べ

た
の
が
日
本
だ
っ
た
。
ル
ワ
ン
ダ
内
戦

以
降
は
O
D
A
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

た
日
本
だ
っ
た
が
、
05
年
に
J
I
C
A

ル
ワ
ン
ダ
事
務
所
を
再
開
し
、
07
年
か

ら
は
I
C
T
技
術
者
な
ど
を
養
成
す

る
ト
ゥ
ン
バ
高
等
技
術
専
門
学
校
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
整
備
の
協
力
を
始
め
た
。

キ
ュ
ゾ
ゾ
さ
ん
は
「
日
本
に
残
っ
て
働

き
た
い
と
も
考
え
た
け
ど
、
や
は
り
国

に
帰
っ
て
日
本
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
伝

え
、
こ
の
国
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思

い
が
強
か
っ
た
」
と
語
る
。

　
山
中
さ
ん
は
、
こ
う
付
け
加
え
る
。

「
ル
ワ
ン
ダ
の
人
た
ち
は
、
自
国
の
た

め
に
何
か
を
し
た
い
と
い
う
意
識
が
高

い
。
内
線
後
、
国
内
に
戻
っ
て
き
た
人

も
多
く
、
よ
く
話
に
上
る
の
は
聖
書
の

一
読
に
た
と
え
て
『
自
分
た
ち
は
こ
の

国
の
神
話
を
作
っ
て
い
る
ん
だ
』
と
い

う
こ
と
。『
僕
ら
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の

よ
う
な
悲
劇
を
二
度
と
く
り
返
さ
な
い
。

ル
ワ
ン
ダ
は
変
わ
る
ん
だ
』
と
い
う
強

い
気
持
ち
で
、
目
標
を
高
く
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」

　
ル
ワ
ン
ダ
は
地
理
的
に
は
ア
フ
リ
カ

大
陸
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
り
、
英
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
の
両
方
を
話
せ
る
人
が
多
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
山
中
さ
ん
は
今
後
ル
ワ
ン

ダ
か
ら
ア
フ
リ
カ
全
土
に
I
C
T
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
広
ま
っ
て
い
く
と
予

想
す
る
。

「
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
は
ま
だ
課
題
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
I
C
T
を
活
用
し
た
開

発
が
必
要
と
さ
れ
る
分
野
も
多
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ル
ワ
ン
ダ
に
来
れ
ば
最
新

の
情
報
が
手
に
入
る
し
、
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
が
で
き
る

│
そ
ん
な
ア
フ
リ
カ
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
地
に
な
る
よ

う
に
、
私
た
ち
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
」

「今 年8月には、第7回 アフリカ開 発 会 議
（TICAD7）が横浜で開催されます。そこではルワン
ダのICTイノベーションで得られた知見を紹介する
とともに、民間レベルでの日本とルワンダの関係
強化も図る予定ですので、ぜひ注目してください」

ICTイノベーションエコシステム強化プロジェクト専門家 
山中敦之さん（やまなか・あつし）さん

ア
フ
リ
カ
で

い
ち
ば
ん
の

I
C
T
大
国
を

目
指
し
て

キガリの中心街には高層ビルが年々増え
ている。街は清潔でごみひとつなく、治安
もよいため、観光客や国外のビジネスマ
ンにとっても魅力的。

2016年に完成したルワンダ発展の象徴でもある「キガリ・
コンベンションセンター」。ドーム型の屋根は、夜はルワン
ダ国旗や来賓の国旗の色に合わせてライトアップされる。

キガリ市内に建つテレコム
ハウス。Kラボ、ファブラボ、
ICT商工会議所、ルワンダ
情報化振興局、JICAプロ
ジェクトオフィスなどICT関
連の機関・施設が入ってい
て、ルワンダICT産業の中
核を担っている。

2012年設立、Kは「knowledge＝知識」の頭文字。若手起業家などの育成
を支援するイノベーションセンターで、すでに250社以上の起業実績があ
る。起業家同士の情報交換、ミーティングやワークショップのスペースとし
て活用される。

登録すれば無料で
インターネット回線
が利用でき、多く
の若者が情報収
集や学習に活用し
ている。

壁に貼り付けられ
た無数の名刺。連
絡先を共有して、ビ
ジネス上の人との
つながりを強化す
るためだ。

ITを学ぶ
フリースペース

スタートアップの

夢をかなえる
聖地

K-Lab

2016年設立、Fabは「fabrication＝製作」の略。もともと
のコンセプトは、マサチューセッツ工科大学のニール・
ガーシェンフェルド教授が提唱したモノ作りのためのス
ペースで、世界中で設立されている。3Dプリンター、NC

（数値制御）工作機器、レーザーカッターなどの工作
機械を駆使して“ほぼあらゆるもの”の製作が可能だ。

3Dプリンター、レー
ザーカッターなど
が並ぶ。ICTビジネ
スのために必要な
デバイスも気軽に
試作できる。

ファブラボの工作機械を使って模型飛行機を製作
した若い男性。飛行距離は4kmに達するそうで、
今後コンテストでその性能を披露するという。

アイデアを形にする
工作スペース

FABLAB

＊ABEイニシアティブ：アフリカ諸国の優秀な若手人材を社会人留学生として受け入れ、修士課程教育と日本企業でのインターンシップの機会を
提供する制度。「アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ『修士課程およびインターンシッププログラム』」。

アフリカ
イノベーションで未来を変える 

特集
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　5年前に共同経営者とともに長距離バスのオンライン
チケット会社「ケンズ」を創業。乗客はバスターミナルなど
に行かなくても、インターネットでチケットを予約購入できる
ようになった。ルワンダの27の長距離バス会社のうち14
社と契約しているほか、隣国ウガンダのバス会社1社とも
提携する。「日本の企業はそれぞれの専門分野で優れた
人材がいて、チームを作って、助け合って、組織を強くして
いました。私の会社も、そうなりたいと思います」。

　ICカードでバス運賃を支払う日本の「Suica」や「PASMO」
のようなサービス「タップ＆ゴー」を開発した「ACグループ」に
所属。キガリ市内で運行する3社のバスすべてが同社のこ
のシステムを導入、毎日約30万人の市民が利用する。同様
のサービスをカメルーンでも始め、今後は他のアフリカ諸国
にも広めていく。

「以前のバスは、車掌が運賃のおつりを計算するのに時間
がかかって不便でしたが、タップ＆ゴーの導入で市民に喜ん
でもらえ、バス会社の売り上げも30％伸びました。日本への
留学では、計画を立てること、会議や報告を行うことの大切
さを学び、すべてが今に役立っています」。

ムサ・ハビネザさん（29歳）　

クリスタ・ムネゼロさん（27歳）　

発券機はインターネットに接続可能
で、ここにインストールするソフトウェア
をハビネザさんの会社で開発した。

長距離バスチケットの
オンライン販売

ただ今、日本で学び中！

カードをタッチしてバス運賃を支払い

バスの運転席近くに
あるオレンジ色の機
械にICカードをかざし
て運賃を支払う。

　2010年に起業したルワンダのICTスタートアップ「へへラボ
（HeHe.lab）」を、17年に日本のICT企業「DMMグループ」が完
全子会社化して誕生した「DMM.ヘヘ」。オンラインショッピング
のプラットフォームを構築し、日用品や食料、農作物などさまざ
まなものをネット上で販売している。また地元の高校生・大学生
などをICT起業家やエンジニアとして育てる事業も行っている。

「HeHeはルワンダ語で『どこ』の意味で、『どこで手に入る？』『ど
こで見つかる？』といった問題を解決したいという思いが込められ
ています」と語るのは、同社で技術部長を務めるルサさん。

リチャード・ルサさん（30歳）　
オンラインショッピングのプラットフォーム構築

　自ら起業した「ビタファ」社で、18年9月にフードデリバ
リーのアプリをリリース。キガリ市内に10店舗を展開する
レストランチェーンと提携し、アプリで料理を注文すれば
バイクで配達してくれるサービスを提供している。「ルワン
ダではスープを使った料理が人気なので、スープがこぼ
れないように日本のおそば屋さんのバイクについている
出前機に似たものをファブラボで作ってみたい」と語る。
現在はJICAの現地スタッフとしても働き、

「日本の投資家とルワンダの起業家
のマッチングを増やしたい」と話す。

ジョヴァンニ・ムゴバさん（32歳）　

「まだスタートしたばかりで、使える
お店や利用者数は少ないですが、
ルワンダでいち早くアプリをリリー
スしたのは強みだと思います」。

アプリで料理の注文を
受けバイクで配達

TICKET

　二人は日本留学後、日本のレックス
バート社のオフショア開発＊の拠点とし
て2014年に設立された「ワイヤードイン」
に所属。キガリのオフィスでは約10人の
スタッフが日本、欧州、ルワンダの顧客
から依頼されたソフトウェア開発に取り
組んでいる。18年12月には、自社開発の

「オヘレザ」という配送サービスのアプリ
をリリース。これは送りたい品物、送り先
の情報などをアプリに入力し、複数の配
送業者の中から料金や評価をもとに選
択するもので、話が成立すれば、業者が
直接送り主のところへ集荷に訪れる。

イヴス・キュゾゾさん（30歳）、チャールズ・ムタバジさん（30歳）

配送料金や相手に荷物が届
いたかどうかもアプリ上で確
認。料金はモバイルマネーで
支払われる。

最適な配送業者を選べるアプリ

ルワンダのIC  Tビジネスで
活躍する  若者たち ルワンダのICT業界では30歳前後の若者たちが起業家として、 

または企業の中枢として活躍する。JICAの協力を通して日本から 
学んだ経験をもとに、自国の課題解決に精力的に取り組んでいる。

ABEイニシアティブで留学中のICT起業家の卵たち。
ルワンダの今後の成長の鍵をにぎる二人を紹介しよう。 

＊ウェブシステム開発やスマホアプリ開発などのソ
フトウェア開発業務を、海外の事業者や子会社に
委託すること。

留学先：芝浦工業大学理工学研究科
「ルワンダでは銀行のシステム開発の仕
事に就いていました。日本は世界の中で
も、もっとも工業化が進んだイノベーショ
ンの先進国だと思います。日本では勤
勉の精神を学び、一所懸命勉強してい
ます。専門にしている農作物の病気を
IoT(Internet of Things、モノのインターネット)
で検知する研究は、二つの国際的な学会
誌で取り上げて頂くことができました。いずれは自分のビジネスを立ち上げ、
新しいアイデアとテクノロジーの力で、世界をよりよい場所にしたいです」。
［担当教授からの言葉］
システム理工学部電子情報システム学科教授・副学長 井上雅裕さん

「マテルネ君はIoTの研究に取り組んでいます。ネットワーク、センサー等のハードウェ
ア、人工知能（AI）や機械学習などのソフトウェアを統合したシステムを農業に展開す
る研究を進め、国際会議で論文を2度発表しました。IoTとAIを活用したSDGs達成へ
の貢献とイノベーション創出を期待しています」

留学先：宮城大学事業構想学研究科
「高校生の頃に空手を習っていて日本
に親近感を持っていました。大学では
情報デザインについて学んだだけでな
く、インターンシップや学会への出席を
通じて日本の企業や研究者たちとの
幅広いコネクションを得ることができま
した。彼らと顔を合わせる中で、アフリ
カ市場への強い関心を肌で感じていま
す。一番の目標は、身につけた知識や
技術で母国の発展に貢献すること。プログラムの修了後に向けて、日本とルワンダ
の企業が協力して行う事業のアイデアを練っています」。
［担当教授からの言葉］
事業構想学研究科教授 須栗裕樹さん　

「イブラヒム君は人工知能でテキスト情報を深く調べる研究をしています。論文ではルワンダの政
治状況をめぐるSNS上のさまざまな意見を分析しました。今後の活躍を期待しています」

マテルネ・ムティへムカさん　 イブラヒム・トゥムクンデさん

トゥムクンデさん（後列左から3人目）ら宮城大学
のグループは2016年の「ビジネスモデル発見＆
発表会 東北大会」で審査員特別賞を受賞した。

アフリカ
イノベーションで未来を変える 

特集

18年10月にICTイノベーション省の新大臣に就任。ルワンダ開発庁勤務時代
から、JICA専門家の山中さんともルワンダのICTセクター開発に尽力してきた。

「日本政府、JICA、日本の民間企業との関係は10年近く前までさかのぼり、ルワンダのICTセクター開
発の初期段階から多くの支援をしていただきました。日本人と仕事をしてきて感じるのは、“ルワンダを
良くする”という強い使命感、責任感で、クオリティの高い発展を手助けしてくれてとても感謝していま
す。今後も日本と協力して、ICTを通じてさまざまな社会課題の解決策を一緒に作っていきたいと考え
ています。ルワンダは国民の大半が働き盛りな生産年齢人口で構成され、優秀な人材を生み出して
います。日本と力を合わせて企業の成長支援に取り組みながら、ルワンダだけでなくアフリカ全土、ま
た日本や国際市場にも展開して、ICTによる解決策を提供していくチャンスを見い出したいと思います」

ICTイノベーション省大臣　パウラ・インガビレさん
日本とともにICTで社会問題を解決したい
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